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１．研究計画の概要 
 
平成 17 年、食育基本法が施行され，望まし
い食習慣の形成は国民的課題となっている。
これを受け、自治体、学校、地域の産業団体
を通じて様々な食育活動が実施されてきた。
食育活動が子どもの「こころ」、成長、行動
や保護者世代の生活習慣の改善にどのよう
な効果をもたらしたのか、疫学的に検証する
研究は行われていない。本研究は、北陸地域
の標準的な複数の小学校を対象として従来
の食育教育が子どもの心身の発達や保護者
世代の生活習慣の改善に与えた影響を調査
する。さらに、食育活動とその効果を追跡す
るコホート研究を立ち上げ、より効果的な食
育プログラムを開発し、協力関係にある自治
体、学校を通じて地域に提言する。 
 
２．研究の進捗状況 
 
幼児のこころの健康の関連因子を明らかに
するために、金沢市内の保育所・幼稚園に通
園する園児、およびその保護者に対して家族
の食生活の状況や子どもの生活習慣、心身の
健康状態についての調査を行った。金沢市内
の保育園、幼稚園（全 29 園）に通う 3 歳か
ら 6 歳の園児とその保護者を対象として、自
記式質問票による調査を行った。項目は、保
護者の基本事項、住居環境、家庭における食
生活、保護者の食意識を、子どもについては、
基本事項、食生活、食習慣および、こころの
健康関連、アレルギー関連とした。こころの
健康については、自閉症スクリーニング質問
紙(ASQ)の質問を用いた。得られた結果を
（１）点数化して層化したものと（２）ASQ
因子の 4 群について、また、子の性別および

月齢により層化して比較検討を行った。対象
者は 1645 名（男児：816 名、女児：751 名）
で回収率は保育園 50.6％、幼稚園 70.4％であ
った。ASQ 点数が 15 点以上の者は、3 歳児
1.5％、4 歳児 1.4％、5 歳児 2.2％、6 歳児 1.9％
であった。ASQ 点数が 14 点以下と 15 点以
上の群間では、食生活において「食べ散らか
す」「よく噛まない」に、月齢別では、社会
的因子の 3 項目に、性別では、「社会的因子」
と「お決まり行動因子」にそれぞれ有意差が
見られた。子どものこころの健康と、子ども
の食生活および行動因子には関連が認めら
れた。目下、これらの因果関係を明らかにす
るためのコホートは構築され、このコホート
を用いて子どものこころの健康に対する、よ
り早期発見の環境改善による予防法となる
食育プログラムを開発中である。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
これまで、子どもの食生活および行動因子に
は関連因子を同定し、目的としたコホートは
構築された。最終年度にプログラムを提示し、
コホートにて評価できれば完全に達成され
たと考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
①早期発見の環境改善による予防法となる
食育プログラムを開発し、②構築されたコホ
ートによってこれを検証し、③自治体、学校
を通じて地域に提言する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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